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この度は、 本製品をお買い上げいただきありがとうございます。  

型番、 付属品をお確かめの上、 取扱説明書の内容に従い正しく ご使用く ださい。  

 

安全上の注意 
 
この取扱説明書では、 機器を安全に使用していただく ために次のようなシンボルマークを表示しています。  
 

 
警告 

取扱を誤った場合に、 使用者が死亡または負傷を負う危険の状態が生じることが想定される場

合その危険を避けるための注意事項です。  

 

 
注意 

取扱を誤った場合に使用者が軽傷を負うか、 または物的損害のみが発生する危険な状態が生じ

ることが想定される場合の注意事項です。  
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まえがき 

 

１．本取扱説明書は、本製品の正しい取扱方法、調整方法などを記したものです。使用さ

れる前に必ずお読みください。また、必要時にすぐ参照できるように保管ください。 

２．本取扱説明書は、弊社の標準的な仕様に関して記載しています。したがって、納入さ

せていただいた製品が特殊仕様の場合、詳細部分については製品と異なる場合があり

ます。 

３．本取扱説明書に記載した内容は、予告なしに変更することがあります。 

４．本取扱説明書にて、万一ご不審な点、誤りなどお気づきの点がございましたら、弊社

営業窓口までお問い合わせください。 

５．品質向上のため、製品改良が行われた場合、同一部品ではなく代替部品かまたは、製

品を提供させていただくこともあります。また、予告無く、仕様および外観が変更と

なる場合がありますのであらかじめご了承願います。詳細は、弊社営業窓口までお問

い合わせください。 

６. お客様による製品の改造につきましては、当社の責任範囲外となります。 

 

本取扱説明書に使用されている安全上の表示の意味は次の通りです。 

 

     警告：誤った取り扱いをした場合、死亡、または負傷を負う可能性を想定され

ることを示します。 

 

注意：誤った取り扱いをした場合、傷害を負う危険性が想定されること、および

物的損害のみの発生を想定されることを示します。 
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１．安全上のご注意 

 

    

      

・ 結線をする場合は、電線間に電圧がないことを確認して行ってください。 

感電、漏電、短絡、および発火の危険性があります。 

・ 製品の分解は、絶対にしないでください。 

・ 保管する上で直射日光が当たる場所、雨や水滴のかかる場所、有害なガスや液体

のある場所等の悪環境下での保管はしないでください。 

 

 

 

 

 

・ 必ず製品仕様内でご使用ください。 

「定格、温度などの設置環境」 

・ 通電前には、配線に誤りがないことをご確認ください。 

・ 落下や強い衝撃を与えないようにしてください。破損の原因になります。 

・ カバー及び導線取出口等は、粉塵や雨水などが入らないように確実に締め付けて

ください。 

・ 製品を取付ける際は必ず導線取出口が下向きになるようにして下さい。 

・ 腐食性雰囲気（ＮＨ３、ＳＯ２、Ｃｌ２など）では使用しないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  警告 

  注意 
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２．概要 

本製品は、検出物が羽根を押す事によって信号が切替わるスイッチです。 

下図はベルトコンベアでの動作例です。 

①通常羽根は、自重で待機位置にあります。 

②検出物が羽根を押し上げていき、動作角度以上になると信号がきりかわります。検出物

が羽根を押している限り、この状態を維持します。 

③検出物がなくなると、信号が元に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＰＡ－１ Ｌ＝400 外形図（標準仕様） 
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３．仕様 

 

※１標準仕様以外の場合、納入図などで仕様を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

型式 ＰＡ－１／ＰＡ－２ 

取付方法 フランジＪＩＳ５Ｋ６５Ａ（相当） 

羽根形状（標準）※１ １５０×２３０ ｔ＝１．５ 

Ｌ寸法（標準）※１ ４００ｍｍ 

使用材質（主な物） 羽根 ＳＵＳ３０４ 

  主軸 ＳＵＳ３０４ 

  保護管 ＳＵＳ３０４ 

  フランジ付ケース アルミ合金 

  カバー アルミ合金 

  シール ニトリルゴム、テフロン 

塗装色 ケース、カバー １０ＹＲ７．５/１４ 

保護等級 ＩＰ６５相当 

使用周囲温度 -１０～６０℃（ただし、氷結、結露しない事） 

使用圧力 大気圧 

導線取出口 Ｇ１/２ 

 導線取出口金具 ケーブル適合外径φ５～８ｍｍ 

出力 ＰＡ－１…１Ｃ，ＰＡ－２…２Ｃ 

標準 ＡＣ２５０Ｖ１０Ａ、ＤＣ２５０Ｖ０．３Ａ 
接点容量（抵抗負荷） 

Ｚタイプ ＡＣ２５０Ｖ０．１Ａ、ＤＣ３０Ｖ０．１Ａ 

動作角度（標準）※１ 約２０° 

応差 約５° 

絶縁抵抗 １００ＭΩ 以上（ＤＣ５００Ｖメガー） 

耐電圧試験 ＡＣ１５００Ｖ１分間 

質量（標準）※１ 約２．７Kg 
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４．取付方法 

  測定物の流れを羽根が検知できる箇所に取付けて下さい。 

  取付けの際は導線取出口を下に向け、規格に準じたボルト、パッキン等をご使用くだ

さい。 

 

   

 

取付の際は、導線取出口が下向きになるように取付けて下さい。雨水等が入

り故障の原因となります。 

 

 

 

５．軸への羽根の取付 

①羽根の向きに注意して軸に羽根を差し込んで下さい。主軸が約２ｍｍ出るようにし

て下さい。 

②軸の切り溝と羽根ボスの溝を合わせます。 

③六角穴付きボルト（Ｍ5）をしっかりと締め付けて固定してください。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注意 
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６．カバーの脱着 

・ カバーの取付けはねじ込み式になっております。 

・ カバーを外す際は、Ｏリングに注意してネジを緩めて取り外してください。取り

付けの際は、Ｏリングにねじれがないか確認してから、充分締め付けて確実にね

じ込んで下さい。 

 

            

          カバーのねじ込みは、しっかり確実に締めこんでください。 

屋外で使用する場合、雨水、埃等が入り、故障の原因となります。 

 

 

 

７．羽根位置と動作角度 

通過警報スイッチには、時計方向動作型と反時計方向動作型があります。お客様の仕

様を確認後、下記参照ください。 

羽根の位置が図の    部にある時は、端子ＣＨ間に導通があります。 

下図は動作角度を２０°として、接点の切替わりを示したものです。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注意
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８．動作角度の調整 

  動作角度の調整が必要な時は、カムの六角穴付押しネジを緩め、主軸に対してカムの

位置をずらす事で調整できます。 

  調整手順 

① 押しねじを緩めて下さい。 

② カムを回して動作角度を調整します。上方向に回すと動作角度が小さくなり、下

方向に回すと大きくなります。 

③ 押しねじをしっかり締め付けて固定してください。 

    

 

 

   

 

 

 

 

 

 

        カムがスイッチのローラーを確実に押しているか確認して下さい。 

        また、カム以外のビスを緩められますとマイクロスイッチと主軸 

との位置関係がずれてしまい誤動作の原因となります。 

         

９．配線 

  ９－１．使用電線及び配管 

・ 配管をご使用の場合は、後でチェック出来る様に、フレキシブルチューブかプリ

カチューブで施行してください。その場合導線取出口金具は取り外して厚鋼用の

＃１７ボックスコネクターを使用してください。薄鋼用の場合ネジが合いません。 

・ ケーブルをご使用の場合は、導線取出口金具をしっかりと締め付けて固定してく

ださい。ケーブル仕上がり外形がφ５～８ｍｍのものを選定してください。 

・ 使用する電線の芯線は、より線を使用して下さい。推奨する電線サイズは、   

０．５ｍ㎡です。 

・ 端子台は６ｍｍ幅Ｍ３ねじ取付けとなっております。推奨する圧着端子サイズは   

Ｒ１．２５－３です。 

・ 導線取出口金具の適合サイズはφ５～８ｍｍです。 

 

 

     配線後は、導線取出口金具を強く締めてください。 

締め付けが弱いと、雨水、埃等が入り、故障の原因となります。 

   

  注意

  注意
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        ケーブルサイズは適合させてください。 

          ケーブルサイズが合っていないと雨水、埃等が入り、故障の原因と

なります。 

 

９－２ 接続 

      

 

          配線は接続する電線間に電圧がないことを確認の上、 

行ってください。 

        感電、漏電、短絡、および発火の危険性があります。  

       

・ 下記の端子配列を確認して、正しく配線を行ってください。 

・ ＰＡ－１ 時計方向動作型 （非検出時） 

 

 

     

 

 

 

 

・ ＰＡ－１ 反時計方向動作型 （非検出時） 

 

 

 

 

 

 

 

・ ＰＡ－２ 時計方向動作型及び反時計方向動作型 （非検出時） 

 

  

    

 

 

 

 

 

  警告

  注意
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１０．保守 

   定期点検は、下記の項目の確認を実施して下さい。 

 

・ ケースカバーが緩んでいないかを確認してください。締め付けが緩いと雨水や粉

塵の浸入により、故障の原因となります。 

 

・ 固定しているねじ、ビス類の緩みがないか確認してください。 

 

・ 羽根、主軸、保護管の曲がりがないことを確認してください。 

 

 

 

 

 


